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ご支援いただいているチャイルド
と、サマール地域で暮らす弱い立場
に置かれた多くの子どもたちの生活
に変化をもたらすための、温かいご
支援に感謝いたします。ご支援によ
り、保健、栄養、経済開発、災害リスク
の削減や教育の分野で、子どもたち
の生活改善のための活動を行うこと
ができています。特に今年の最大の
成果は、学校の教室の改修と学校備
品の提供により、子どもたちの学習
環境を大いに改善できたことです。
今後の最大の課題は、子どもたちが
きちんと読み書きができるよう、教育
の質を向上させることです。地域の
課題にともに取り組んでくださって
いる皆さまに、心より感謝申し上げま
す。

ムラカ・バルデザンソ
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ご支援によりサマール地域の
          子どもたちの生活が改善しています



健康状態が改善しました
幼い子どもたちがより健康に生活で
きるようになりました。
約380人の妊娠中の女性が、母乳育
児や産前・産後健診、口腔衛生、健康
保険、家族計画の重要性について学
びました。母乳育児のためのキットも
支給されました。

価値ある存在として尊重
され愛情を受けました
子どもたちが自分の価値と、他者を尊
重するにはどうしたらよいかを理解し
ました。
962人の子どもたちが価値観を養う
活動に参加し、他者を尊重すること
や、従順さ、自尊心、平等、良き隣人に
なることなど、良い価値観について学
びました。

教育を受けました
学校の環境が改善されました。
生徒たちがきちんと学校に出席して
勉強することができるよう、学習環境
を改善しました。2つの学校で3つの
教室が改修され、約275人の子ども
たちがより良い環境で勉強できるよ
うになりました。改修された教室には
新しい備品も提供されました。

地域の人々の中で大切に
保護されて成長しました
自分の未来に変化をもたらすため
に、子どもたちが積極的に活動に参
加しています。
30人以上の子どもたちが、子どもの
幸福に関する講習会に参加し、自分
の生活に影響を与える課題について
考え、それらを解決するための計画
を立てました。講習会の意思決定の
過程で自分の意見を尊重してもらっ
た子どもたちは、自分に自信を持ち、
幸福というものを実感することがで
きました。

ご支援により、サマール地域の子どもたちの
                生活に多くの変化がもたらされました

2016年のサマール地域での主な成果



「ぼくたちを支援してくだ

さって本当にありがとうご

ざいます。以前は窓ガラス

でけがをすることがありま

したが、学校がきれいにな

り、教室が安全になりまし

た。とても嬉しいです。」

ジェムソン君（8歳、青いラ
ンニングシャツの男の子の
後ろに写る、左から2番目の
男の子）

「以前はよく借金
に頼らざる

を得ず、家計が厳
しかったの

ですが、今は貯蓄
グループ

に参加しています
。子どもた

ちの必要を満た
すために、

収入を上手に管
理すること

を学びました。」

マリテスさん（地域
の母親）

「地域の母親たちの栄養クラス
で、栄養改善のための研修を実
施するという役割を果たすこと
ができてよかったです。研修を通
して、幼い子どもたちの栄養不良
の解決に貢献することができま
した。」
ジーナさん（地域保健員）
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地域の人々の見守りによって生活が変わったジャスティン君

「ぼくはよく学校で気を失い、友だちに家に連れて帰ってもらっていました。学校を
休むことも多かったです。母はなぜぼくがいつも気を失うのかわからず、病院に連れ
て行きたかったのですが、そのお金がありませんでした。」サマール地域で暮らす
ジャスティン君（10歳）は話します。
「ぼくがいつも学校を休んでいたので、ワールド･ビジョンに登録されているチャイ
ルドの見守りを担当する地域の委員会の人たちが、何かがおかしいと気づきまし
た。そして、費用はワールド･ビジョンに支援してもらえるので、心配せずに病院で検
査を受けるようにと、母に勧めてくれました。
検査を受けたところ、てんかんだとわかりました。ワールド・ビジョンの支援により薬
を飲むようになってからは、気を失わなくなりました。今は前よりも健康になり、学校
にも休まず出席できています。一生懸命勉強して、将来は学校の先生になりたいで
す。」

ジャスティン君（青いシャツを着た笑顔の男の子）は
てんかんと診断されましたが、治療を受け、
また学校に通えるくらい元気になりました

お問合せ先：
特定非営利活動法人　ワールド・ビジョン・ジャパン
電話: 03-5334-5351（平日9:30～17:00)
e-mail: dservice@worldvision.or.jp
ホームページ: www.worldvision.jp

プログラム番号　PHL-194416    
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会計報告　　 活動内容　

プログラム支援額                                                              (単位：円)         
チャイルド・スポンサーシップ当期支援額   
前期からの繰越額   
プログラム支援額合計         
       
プログラム支出額       
教育プロジェクト        
保健・栄養プロジェクト        
防災プロジェクト        
経済開発プロジェクト        
スポンサーシップ・マネジメント・プロジェクト              
プログラム支出額合計       
次期繰越額                   

35,356,581
-23,781

35,332,800
   
   

   2,135,275
 3,244,105
 5,947,642
 13,453,595
 10,493,120

35,273,737
59,063 

フィリピン　サマール地域開発プログラム（PHL-194416）　
2015年度 （2014年 10月1日ー2015年 9月30日）

教育プロジェクト
・特に支援が必要な子どものマッピング
・ライフスキル・トレーニング

※

・識字についての啓発活動

保健・栄養プロジェクト
・妊産婦、若者への啓発

スポンサーシップ・マネジメント・プロジェクト
・手紙や成長報告を通したチャイルドとの交流
・チャイルドの定期的なモニタリング
・「子どもを中心とした開発」についての啓発活動

防災プロジェクト
・台風ハイヤンの被災者への支援（シェルター
　建設）
・防災についての啓発

経済開発プロジェクト
・有機農法トレーニング
・貯蓄・融資グループの設立・運営

※問題解決、対人関係、計画性など、生き
ていく上で必要な知識・技術を学ぶ研修
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